
■常設展
美 術 作 品｜清水多嘉示（彫刻・絵画）、津金隺仙（書）
考古学資料｜国指定 阿久遺跡をはじめ、村内の遺跡から出土した縄文土器・石器を展示

1. 「村野藤吾と八ヶ岳美術館」
     講師：藤森照信 （建築史家／江戸東京博物館館長）
　　  4 月 29 日 ( 月 ・ 祝 ) 13:30 ～ 15:00
2. 「村野藤吾　建築と思想」
　　 講師 ： 松隈洋 （神奈川大学建築学科教授）
　　　５月 28 日 （土） 13 ： 30 ～ 15 ： 00

3. 村野藤吾を語る 「家族からみた村野藤吾」
　　語り手 ： 藤田早穂子 ・ 竹中　聡子 （村野藤吾孫）
　　　5 月 2５日 （土） 13 ： 30 ～ 15 ： 00

「連続するまなざし」 建築関係者による写真 ・ スケッチ資料展

■ 講 演 会
　

※各回とも 会場 ： 八ヶ岳美術館 企画展示室
              ( 予約不要／参加無料 ・ 入館料別途）

　
　　　　

　　　　講師 ： 小泉悦夫 （八ヶ岳美術館館長）
　　　　　４月２８日 （土） 13 ： 30 ～ 15 ： 00
　　　　　５月２６日 （土） 10 ： 00 ～ 11 ： 30

■ 八ヶ岳美術館　建築 ツ アー

※定員 ： 各回 15 名 （要予約） 　八ヶ岳美術館 受付集合

■ 展覧会について

～八ヶ岳美術館 写真 ・ スケッチの募集について～
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■ご利用案内
開館時間| 9：00～17：00（最終入館は16：30まで）
休  館  日| 年末年始、臨時休館を除き年中無休
入  館  料| 一般（高校生以上）:510円(460円)、小中学生:250円(200円)
※ ()内は20名以上の団体料金  

    諏訪6市町村の小中学生は図書館利用カード、学生証などの提示により　無料で入館できます

〒391-0115　長野県諏訪郡原村17217-1611　TEL/FAX:0266-74-2701 
E-mail: art@yatsubi.com　 URL: https://yatsubi.com
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（展覧会担当：塚崎）

八ヶ岳美術館の建物は、文化勲章受章者・村野藤吾の設計によるもので、日本建築家協会25年賞を受賞しま

した。曲線を多用したドーム型で天井はレースカーテンの絞り吊りになっています。落ち着いたやわらかな

明かりのなかで、作品をゆったりとご覧いただけます
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＜交通案内＞
■中央自動車道
　諏訪南インターから７km
　小淵沢インターから14km

■電車･バス（茅野駅／富士見駅から）
　バスの運行は季節や曜日によって
　変動します。詳しくはお問い合わせ下さい。
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八ヶ岳美術館 原村歴史民俗資料館

Tour

八ヶ岳美術館 原村歴史民俗資料館　内観

　八ヶ岳美術館の建築を設計した建築家 村野藤吾 （1891-1984）
の没後 40 年の節目を迎えることから特別企画展を開催いたしま
す。 八ヶ岳美術館では、 この企画展に出品するみなさまの過去に
取材した八ヶ岳美術館の写真やスケッチなどを募集しています。

9/9 1/8 年末年始休土 月 ・ 祝

　このたびは村野藤吾の展示空間とともに、八ヶ岳美術館に関連するデ
ザイン画や設計図、写真など貴重な関係資料を展示します。また新たに
石田雄琉氏が八ヶ岳美術館の模型を制作・展示、松川元希氏が建築を
3Dデジタルデータを会場に投影し、VR映像イメージで建設当初の八ヶ
岳美術館をご覧いただけます。また会期中には第一線で活躍する建築家
や研究者による 「連続建築講演会」 を開催します。

　村野藤吾は佐賀県東松浦郡満島村 （現・唐津市） に生まれ、早稲田
大学を卒業後、渡辺節建築事務所をへて 1929 年に村野建築事務所を開
設し、数々の名建築を手がけた日本を代表する建築家です。生涯でお
もに６つの博物館・美術館・展示施設に携わり、村野建築の代表作となっ
ています。1937年の宇部市渡辺翁記念館はじめとして、戦後の 1953年、
フジカワ画廊を手掛け、1970 年には最初の美術館である兵庫県立近代
美術館 （現・兵庫県立美術館 原田の森ギャラリー） を設計しました。
1975 年の小諸市立小山敬三美術館に続き、1979 年に八ヶ岳美術館が竣
工されました。のちの 1983 年には谷村美術館を設計しています。
　

　村野先生の没後 40 年を迎えるにあたり、 当館開館当初からの
内観 ・ 外観の変遷をこの機会に確認し、 村野藤吾と八ヶ岳美術館
をよりよいかたちで 50 年目の未来へと引き継いでゆきたいとの想
いから企画展の中では、 八ヶ岳美術館を訪れたみなさまが撮影
した資料や描いたスケッチなどの取材資料や情報を、 施工 ・ 修繕
の際の写真資料とともに展示させていただきたいと思います。

〈募集する写真， スケッチの詳細〉　募集する資料は以下のとおりです。 お借りした資料はスキャン ・ 展示後に郵送により返却予定です。 
◆美術館の外観 ・ 内観の写真 ・ スケッチなど八ヶ岳美術館を記録したもの
◆撮影や絵を描いた年月日 ※わかる範囲で結構です
◆撮影や絵を描いた背景やエピソードを一言 （例 ： 八ヶ岳美術館で最も好きな箇所について、 ご自身の設計作品の参考になったディテールなど )

　お手元に資料やお心当たりの情報がございましたら、 ぜひ八ヶ岳美術館までお寄せいただけますよう、 よろしくお願い
申し上げます。

〈出品資料について〉 お送りいただく資料につきまして、 以下の情報をご連絡いただけますと幸いです。
■お持ちの写真のフォーマット　フィルム ・ スライド ・ デジタルデータ （データサイズ） ・ 紙焼き
■写真の枚数 ・ 分量 （例 スライド 3 枚、 スライドケース 1 箱、 A3 サイズアルバム 1 ページ分、 A5 サイズポケットアルバム 1 冊、 等）
■情報提供者の情報 （氏名 ・ 市町村 ・ 連絡先 ・ 提供者情報掲示可否）　　　
※締め切り ： 2024 年 2 月 29 日 （木） まで / 送付連絡先 ： 八ヶ岳美術館　担当 ： 塚崎宛 （art@yatsubi.com）
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